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毎月10日・筋目

福岡県遠賀郡
水　巻　町　発　行

手　さ　ば　き　も　あ　ざや　か　に

夏の風物詩………盆廊り大会

夏の風物詩、盆蹄り大会が水巻町でも8月

13日から15日の3日間、町内各所で繰り広げ

られました。

今年の盆踊りは各地区とも大変年人出、、特

にみずほ団地や吉田団地の人出は一段と多

く、小学生から婦人会の万たちまで中央に設

けられたやぐらを囲み、太黄に合わせて夜が

更けるのを忘れ、蹄りを盛りあげていまし

た。この太鼓の音を聞きつけ、集まった観衆

も、ちょうちんの灯りに照らされた踊り子に

拍手を送っていました。

また、古賀では15日の最終日に盆踊りの中

でフォークダンスを取り入れるなど趣向で観

衆の目を楽しませていました。

写真は、手さばきもあざやかに輪をつくる

吉田団地の踊り子たち。

町の人口

（49年6月末現在）

人　口　23，301

男11，558

女12，243

世帯数　7，027
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⑳
町
代
表
選
手
奮
圃

総
合
で
惜
し
く
も
二
位
に

夏
の
祭
典
〝
遠
賀
郡
民
体
育
大
会
4
が
八
月
十
八
日
真
夏
の
太
陽
の
も
と
、

岡
垣
中
学
校
他
六
つ
の
会
場
で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
と
、
時
を
同
じ
く
し
て
行
わ
れ
て
い
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
高
校
総

体
）
に
負
け
な
い
好
プ
レ
ー
が
続
出
、
ま
た
成
績
の
良
い
選
手
は
県
大
会
に
も

出
場
で
き
る
と
あ
っ
て
猛
ハ
ッ
ス
ル
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
水
巻
町
か
ら
も
す
べ
て
の
索
技
に
優
秀
な
選
手
百
七
十
名

が
出
場
い
た
し
ま
し
た
が
、
総
合
得
点
で
芦
屋
町
に
及
ば
ず
、
第
二
位
の
成
績

で
大
会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

各
競
技
別
の
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

惑
総
合優

勝
　
芦
屋
町
　
六
〇
点

二
位
　
水
巻
町
　
四
十
九
・
五
点

三
位
　
岡
垣
町
　
三
十
九
・
五
点

四
位
　
遠
賀
町
　
十
七
点

◇
陸
上
競
技

◆
一
般
の
部

一
位
　
岡
垣
町

二
位
　
水
巻
町

◆
青
年
の
部

一
位
　
芦
屋
町

二
位
　
水
巻
町

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

◆
一
般
男
子

一
位
　
水
巻
町

二
位
　
芦
屋
町

◆
教
職
員
男
子

一
位
　
芦
屋
町

二
位
　
水
巻
町

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◆
一
般
男
子

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
ニ

県
は
、
身
体
障
害
者
の
万
た
ち
に

対
し
て
医
学
的
な
判
定
を
行
い
更
正

に
必
要
な
総
合
的
相
談
に
応
じ
、
万

全
の
援
護
を
す
る
た
め
次
の
日
程
で

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
9
月
2
6
日
　
1
0
時
～
1
5
時

場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

当
日
の
混
雑
を
ふ
せ
ぐ
た
め
予
約

申
込
み
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。日

時

　

9

月

1

7

日

　

1

0

時

～

1

2

時

場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

ま
た
9
月
2
6
日
に
は
同
時
に
結
婚

相
談
も
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ノ
晋

，
ヽ
．
Ｊ
ト
．

敵のもうれつなスパイクをブロック、しかしポールは後方に……だが

この後うまくフォローし、反撃にうつる。一般女子の部で、遠賀町の攻

撃をかわす水巻町女子選手たち。（左側）

一
位

二
位

◆
一
般
女
子

一
位

二
位

◆
青
年
男
子

一
位

二
位

◆
青
年
女
子

一
位

二
位

◇
軟
式
庭
球

◆
一
般
の
部

一
位

二
位

◇
卓
　
球

◆
一
般
の
部

水
巻
町

岡
垣
町

芦
屋
町

水
巻
町

水
巻
町

岡
垣
町

岡
垣
町

芦
屋
町

一
位
　
水
巻
町

二
位
　
芦
屋
町

◆
一
般
女
子
の
部

一
位
　
遠
賀
町

二
位
　
芦
屋
町

◇
柔
　
道

◆
一
般
の
部

一
位
　
芦
屋
町

◇
剣
　
道

◆
一
般
の
部

一
位
　
岡
垣
町

二
位
　
芦
屋
町

◆
青
年
の
部

一
位
　
芦
屋
町

二
位
　
水
巻
町

芦
屋
町

水
巻
町

◇

，　弓

二一道

位位

水声
巻屋
町町

◇
相◆

一
般
の
部

一
位
　
岡
垣
町

二
位
　
水
巻
町

◆
青
年
の
部

一
位
　
岡
垣
町

二
位
　
芦
屋
町

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

◆
一
般
男
子
の
部

一
位

二
位

◆
青
年
の
部

一
位

二
位

◇
軟
式
野
球競

ノ 水
巻
町

遠
賀
町

遠
賀
町

芦
屋
町

芦
屋
町

遠
賀
町

水
巻
町
高
松
区
の
石
橋
弘
一
一
選
手
、

走
り
高
と
び
で
二
位
に
入
賞
、
美
し
い

フ
ォ
ー
ム
の
背
面
と
び
で
見
事
バ
ー
を

ク
リ
ア
ー
。
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⑱ の方

共済

■
ｈ
ｍ
■
け
ｒ

偲
堰

上
　
害

以
　
災

1
才
　
通

6

5

　

交

監

（3）

最
近
の
交
通
事
故
は
多
少
減
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
老
人
の
交
通
事

故
は
逆
に
増
加
し
て
お
り
、
事
故
の
中

で
も
高
い
比
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

町
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
と
老
人
福

祉
の
立
場
か
ら
、
老
人
福
祉
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
六
十
五
歳
以
上
の
万
の

「
交
通
災
害
共
済
契
約
掛
金
」
を
全
額

町
費
で
負
担
す
る
制
度
を
七
月
一
日
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

交
通
災
害
共
済
制
度
と
は
、
北
九
州

市
と
近
隣
市
町
で
行
っ
て
い
る
共
済
制

度
で
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
っ

た
人
に
、
そ
の
け
が
等
の
程
度
に
よ
っ

て
五
千
円
か
ら
五
十
万
円
ま
で
の
見
舞

金
を
お
く
る
も
の
で
、
関
係
市
町
内
に

居
住
し
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
「
老
人
交
通
共
済
掛
金
支
給

制
度
は
、
こ
の
交
通
共
済
制
度
に
六
十

五
歳
以
上
の
万
は
全
員
加
入
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
掛
金
は
町
が
負
担
す
る
制

度
で
す
。

加
入
に
は
ま
ず
申
請
を

こ
の
老
人
共
済
掛
金
の
支
給
を
受
け

る
方
法
、
資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

該
当
者
は
随
時
に
申
請
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

二
町
が
掛
金
を
負
担
す
る
資
格
条
件

①
水
巻
町
民
で
、
水
巻
町
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

㊥
六
十
五
歳
以
上
の
者

㊥
掛
金
支
給
申
請
書
を
提
出
し
て
い

る
者

二
、
掛
金
支
給
申
請
の
方
法

①
申
込
先
　
役
場
住
民
相
談
室
（
申

請
用
紙
は
用
意
し
て
い
ま
す
の
で

印
鑑
だ
け
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

㊥
申
込
期
日

ィ
、
七
月
一
日
ま
で
に
六
十
五
歳

に
な
ら
れ
た
方
は
、
す
で
に
各
区

長
を
通
じ
て
申
請
を
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
申
請
の
お

済
み
で
な
い
方
は
、
直
接
役
場
住

民
相
談
室
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
申
し
出
ら
れ
た
日
に
加
入
の

手
続
き
を
い
た
し
ま
す
。

ロ
、
七
月
一
日
以
降
に
満
六
十
五

歳
に
な
ら
れ
た
万
は
、
随
時
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
、
。
六
十
五
歳

の
誕
生
日
の
一
ケ
月
前
か
ら
受
付

け
ま
す
。

ハ
、
契
約
の
継
続
期
間
は
一
年
で

す
が
、
一
度
申
請
を
さ
れ
た
方
は

転
出
等
で
資
格
が
な
く
な
る
ま
で

町
で
自
動
的
に
継
続
を
行
い
ま
す

堅
戸
籍

戸
籍
の
記
載

戸
籍
の
記
載
は
何
に
も
と
づ
い
て

行
な
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

記
載
の
ほ
と
ん
ど
が
本
人
又
は
関

係
者
か
ら
の
届
出
に
よ
っ
て
行
な
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
他

∽
報
告
（
災
害
に
よ
る
死
者
が
多

数
の
時
そ
の
取
調
べ
を
し
た
官
公
署

か
ら
の
報
告
、
又
行
路
病
者
等
の
死

亡
に
つ
い
て
の
警
察
官
の
報
告
な

ど
。
）は

申
請

川
請
求

糊
証
書
の
謄
本

脚
航
海
日
誌
の
謄
有

の
裁
判

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

戸
籍
の
届
出

戸
籍
記
載
の
基
と
な
り
そ
の
大
部

分
を
占
め
る
届
出
に
は
、
出
生
届
・

婚
姻
届
・
死
亡
届
・
転
籍
届
・
失
踪

届
・
入
籍
届
等
数
十
種
の
届
出
が
あ

り
ま
す
。

報
告
的
届
出
と
創
設
的
届
出

こ
の
届
出
を
大
別
す
る
と
、
報
告

的
届
出
と
創
設
的
届
出
の
二
種
類
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

報
告
的
届
出
は
、
既
成
の
事
実
又

は
法
律
関
係
に
つ
い
て
の
届
出
で
、

既
に
法
律
的
に
は
効
果
を
生
じ
た
事

項
を
報
告
的
に
届
け
出
る
も
の
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
届
出
に
は
す
べ
て

届
出
義
務
者
及
び
届
出
期
間
に
関
す

る
規
定
が
あ
り
、
こ
れ
を
怠
っ
た
者

は
過
料
に
処
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

の
届
出
を
強
制
し
て
い
ま
す
。
報
告

的
届
出
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、

出
生
届
、
死
亡
届
の
他
、
帰
化
届
、

就
籍
届
、
裁
判
離
婚
届
、
裁
判
認
知

届
等
の
よ
う
に
法
務
大
臣
又
は
裁
判

所
の
許
可
、
審
判
、
判
決
を
経
て
行

う
届
出
の
大
部
分
が
こ
れ
に
属
し
ま

す
。創

設
的
届
出
は
届
出
に
よ
っ
て
そ

の
届
出
の
対
象
に
よ
る
身
分
関
係
の

発
生
、
変
更
、
消
滅
の
効
果
が
生
ず

る
も
の
で
届
出
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

法
律
的
な
効
果
を
生
ず
渇
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
に
届
け
出
る
こ
と
に

よ
っ
て
身
分
関
係
の
変
動
を
生
ず
る

も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
強
制
さ
れ

ず
届
出
人
の
意
志
に
要
さ
れ
る
べ
き

こ
と
が
当
然
で
、
こ
の
届
出
に
は
届

出
義
務
者
や
届
出
期
間
の
規
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
出
に
属
す
る
も

の
と
し
て
は
婚
姻
届
、
養
子
縁
組

届
、
協
議
離
婚
届
、
転
籍
届
等
が
あ

り
ま
す
。

以
上
の
届
出
の
中
か
ら
日
常
多
く

見
ら
れ
る
も
の
を
い
く
つ
か
挙
げ
て

説
附
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

出
生
届

出
生
の
届
出
は
、
子
の
出
生
の
日

か
ら
十
四
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
届
出
地
は
子
の
本
籍

地
、
出
生
地
又
届
出
人
の
所
在
地
で

も
で
き
ま
す
。
届
出
義
務
者
は
原
則

と
し
て
父
親
で
す
が
、
子
の
出
生
前

に
父
母
が
離
婚
し
て
い
る
場
合
と
か

非
嫡
出
子
の
場
合
は
母
親
が
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
又
父
母
と

も
に
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
同
居
者
、
出
産
に
立
ち
会

っ
た
医
師
、
助
産
婦
、
そ
の
他
の
者

の
噸
序
で
届
出
義
務
者
と
な
り
ま

す
。
出
生
届
に
は
原
則
と
し
て
医

師
、
助
産
婦
等
の
作
成
し
た
出
生
証

明
書
を
添
附
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
や
む
を
得
な
い
理
由
が

あ
っ
て
添
附
で
き
な
い
場
合
は
届
出

書
に
出
生
証
明
書
の
添
附
で
き
な
い

事
由
を
記
載
し
て
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
子
の
名
前
に
用
い
る
文

字
は
、
当
用
漢
字
表
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
漢
字
、
人
名
用
漢
字
別
表
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
漢
字
、
か
た
か
な
又

は
ひ
ら
が
な
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
届
出
書
の
枚
数
は
、
本
籍
地
に

届
け
る
場
合
は
一
通
、
非
本
籍
地
に

届
け
る
場
合
は
二
通
を
要
し
ま
す
。

以
上
が
出
生
届
の
あ
ら
ま
し
で

す
。
本
町
で
も
届
出
の
九
十
九
パ
ー

セ
ン
ト
が
正
し
く
励
行
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ご
く
ま
れ
に
期
限
を
著
し
く

経
過
し
て
届
け
出
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
子
が
学
齢
に
達
し
て
以
後
に
出

生
届
が
提
出
さ
れ
る
と
市
町
村
長
は

受
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
場
合
に
は
そ
の
子
の
出

生
、
成
長
の
過
程
を
確
認
す
る
た
め

に
、
母
子
手
帳
、
小
中
学
校
の
在
学

及
び
卒
業
証
明
書
、
成
長
過
程
の
写

実
、
も
し
あ
れ
ば
へ
そ
の
緒
等
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
資
料
の
添
附
を
求

め
て
監
督
法
務
局
に
受
理
伺
い
を
い

た
し
ま
す
。
法
務
局
は
そ
れ
に
基
い

て
実
状
を
調
査
し
、
出
生
の
事
実
を

確
認
し
市
町
村
長
に
届
出
の
受
理
を

許
可
し
ま
す
。
届
出
だ
け
は
励
行
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

次
回
は
死
亡
届
か
ら
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年

金

額

を

引

上

げ

国
民
年
金
法
が
一
部
改
正
に

乳
幼
児
の
医
療
費

支
給
制
度
を
実
施

十
月
ｌ
日
か
ら

十
月
一
日
か
ら
い
よ
い
よ
乳
幼
児
医

療
費
支
給
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
十
月
一
日
現
在
で
満

三
歳
未
満
児
（
昭
和
四
十
六
年
十
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
）
を
監
護

し
て
い
る
保
護
者
に
対
し
て
乳
幼
児
医

療
費
が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で

す
。
該
当
さ
れ
る
保
護
者
は
申
請
手
続

き
を
と
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
く
わ

し
く
は
次
号
の
広
報
み
ず
ま
き
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

ヽ

　

°

－
．
Ｖ

な
お
、
こ
の
制
度
の
通
用
を
受
け
ら

れ
る
方
は
社
会
保
険
及
び
国
民
健
康
保

険
等
に
加
入
し
て
い
る
方
に
限
り
、
生

活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
九

月
か
ら
国
民
年
金
の
年
金
額
が
引
上
げ

ら
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
に
よ
り
福
祉
年
金
、
老
齢

特
別
給
付
金
及
び
拠
出
年
金
の
額
が
次

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〔
福
祉
年
金
〕

老
齢
福
祉
年
金

年
額
　
九
万
円

月
額
　
七
千
五
百
円

障
害
福
祉
年
金
（
一
級
）

年
額
　
十
三
万
五
千
六
百
円

月
額
一
万
一
千
三
百
円

障
害
福
祉
年
金
（
二
級
）

年
額
　
九
万
円

月
額
　
七
千
五
百
円

老
齢
特
別
給
付
金

年
額
　
六
万
六
千
円

月
額
　
五
千
五
百
円

〔
拠
出
年
金
〕

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
る
年
金
額
引

上
げ
を
毎
年
一
月
と
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
場
合
に
限
り
特
別
惜
置
と
し
て

昭
和
四
十
九
年
九
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま

す
。引

上
げ
幅
は
、
現
行
年
金
額
の
十
六

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
（
昭
和
四
十
八
年

度
の
年
度
平
均
の
消
費
者
物
価
指
数
の

前
年
比
上
昇
率
）
で
す
。

ま
た
保
険
料
が
昭
和
五
十
年
一
月

に
、
現
行
の
九
百
円
か
ら
千
百
円
に
引

上
げ
ら
れ
ま
す
。

九
月
三
・
四
日
は
福
祉
年
金
証
書
の

交
付
を
い
た
し
ま
す
。
保
管
証
及
び
印

鑑
を
持
っ
て
役
場
別
館
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

統
計
の
日
…
≡
－
十
月
十
八
日

記
念
論
文
を
募
集

乳
幼
児
の
種
痘

一
、
対
象
児
　
生
後
6
ケ
月
～
2
4
ケ
月

の
乳
幼
児

二

、

日

　

時

　

9

月

5

・

6

日

　

1

4

時

～

1

5

時

三
、
場
　
所
　
町
民
会
館

検
症
は
9
月
1
3
日
、
1
4
時
～
1
5
時
に

行
い
ま
す
。
ま
た
当
日
の
体
温
を
必
ず

計
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

問
診
票
を
前
日
ま
で
に
役
場
衛
生
係

に
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

母
子
手
帳
持
参
の
こ
と
。

福
岡
県
統
計
協
会
は
、
十
月
十
八
日

の
第
二
回
「
統
計
の
日
」
を
記
念
し
、

県
民
に
統
計
の
重
要
性
に
対
す
る
関
心

と
理
解
を
高
め
る
た
め
に
こ
の
論
文
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
課
題

論
題
は
自
由
で
す
が
次
の
よ
う
な
主

旨
の
も
の

①
統
計
思
想
の
普
及
に
役
立
つ
も
の

㊥
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
の

統
計
調
査
に
つ
い
て
の
意
見

㊥
統
計
が
日
常
生
活
に
ど
の
よ
う
に

役
立
っ
て
い
る
か

④
統
計
手
法
を
職
場
で
ど
の
よ
う
に

生
か
し
て
い
る
か

㊥
統
計
資
料
を
作
っ
た
体
験
及
び
苦

心
談⑥

統
計
の
研
究
及
び
学
習
の
方
法

二
、
応
募
資
格

福
岡
県
在
住
者
で
年
齢
、
性
別
は
問

わ
な
い

三
、
字
数

論
文
は
統
計
表
、
統
計
資
料
を
含
め

て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
枚
程
度

四
、
締
切
日
　
9
月
1
0
日

五
、
送
り
先

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
ノ
一
福
岡

県
企
画
開
発
部
調
査
統
計
課

水道修理の申込みは

水巻町管工事組合へ

（電話）601－8883

町内の水道修理は「管工事組合」で行います。各家庭で

水道修理をしなければならないときは、直接「管工事組合

毒」にお電話を一。

九
月
一
日
は
防
災
の
日
で
す
。
こ

の
日
は
暦
の
上
で
は
二
百
十
日
に
あ

た
り
、
台
風
が
最
も
多
く
襲
来
す
る

季
節
で
す
。
ま
た
、
五
十
一
年
前
に

は
関
東
大
地
震
が
起
こ
っ
て
東
京
を

中
心
と
す
る
各
地
に
未
曾
有
の
大
被

害
を
‥
も
た
ら
し
た
日
で
も
あ
り
ま

す
。政

府
で
は
こ
取
口
を
「
防
災
の
日

」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
政
府

や
地
方
公
共
団
体
等
の
関
係
諸
機
関

が
そ
れ
ぞ
れ
防
災
の
責
務
を
果
た
し

て
い
く
一
万
、
国
民
一
人
一
人
に
災

害
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
ま
た

こ
れ
に
対
処
す
る
心
構
え
を
準
備
し

て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
目
的
で
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

日　曜　在　宅　医

王　9月1日　伊藤医院　皮膚科　頃末　691・0527
8日　入江医院　外　‾科　頃末　691・3320

15日　渡辺医院　外　科　頃末　691・2616

22日　楠本医院　内・児科　吉田　691・0385

享　診察時間は9：00－17：00、原則として往診はいたしま

≡　せん。

（

□
　
発
行
人
　
水
巻
町
長
伊
藤
衛
門
　
口
鶴
集
　
水
　
巻
　
町
住
民
相
談
　
室
　
（
電
　
話

□
　
印
　
刷
　
冷
　
牢
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


